 





	日 程
	時　間
	テーマ・講師（敬称略）

	２月

４日

（土）
	12:50－13:00
	研修の狙いと事務連絡

	
	13:00－13:50
	事例Ａの提示（田中先生：発達障害、非行を持つ子どもを生活を通して支える）

	
	14:00－14:50
	事例Ｂの提示（青木先生：精神疾患を持つ人への全体的支援からの治療）

	
	15:00－15:50
	事例Ｃの提示（村瀬先生：社会的養護児童を生活を通して支える）

	
	（グループ別）
	グループⅠ
	グループⅡ
	グループⅢ

	
	16:00－17:30
	事例研究Ａ（田中）
	事例研究Ｃ（村瀬）
	事例研究Ｂ（青木）

	
	17:30－18:30
	夕   食 （全員の分の食事をご用意しております）

	
	18:30－20:00
	事例研究Ｂ（青木）
	事例研究Ａ（田中）
	事例研究Ｃ（村瀬）

	
	20:00－21:30
	事例研究Ｃ（村瀬）
	事例研究Ｂ（青木）
	事例研究Ａ（田中）

	
	●事例研究後、講師・受講生同士の懇親の場を設けます。短時間ですが、実りある時間をお過ごし下さい。

	２月

５日

（日）
	8:30－10:00
	各グループによる討論結果と今後の課題と展望についての発表

	
	10:00－11:50
	講師全員質疑と要点のまとめ

	
	11:50－12:00
	事務連絡、閉会



＊時間は目安です。充実した議論を行うため柔軟に時間割を変更します。ただし、５日の終了時刻は厳守します。
《 プ ロ グ ラ ム 》











いわゆる発達障害や非行、重篤な情緒障害を持つ、心身の成長途上にあるクライエントにとっては、心理的支援と共に、学習を保証し、社会性の会得を併行して進めなければならない。こういう場合、単一の理論や技法に則ったアプローチでは必ずしも十分ではない。日々の生活をきめ細やかに、思慮と創意工夫のあるかつ安心感を生み出すような質の高いものにすることが望まれる。


たとえ、疾病そのものは治癒せずとも、また発達障害は存在しても生活を通しての支援によって、クライエントの生きやすさは増し、生きる意味を感じられるようになるのではあるまいか。心理療法と生活を通してクライエントを支えるという営みについて、各講師の事例をもとに皆様とご一緒に考えてみたいと思います。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【企画：北翔大学大学院教授　村瀬　嘉代子】








講座№11590　





明治安田こころの健康財団　心理臨床講座９　宿泊ワークショップ





【出講講師】　  　北翔大学大学院教授・大正大学客員教授　　　　　 村瀬　嘉代子


（敬称略）　　　　　川崎医科大学精神科学教室教授　　　　　　　　　　　青木　 省三


北海道大学大学院教育学研究院教授         　田中　 康雄








期　　日：2012年 2月 ４日（土）・５日（日）


受講対象：精神保健の領域で、治療・教育・相談・指導等に携わっている方、児童福祉施設の職員、


教育者、大学院生


受講条件：① 講師・参加者に現在の所属・職種・氏名・住所（都道府県）の開示を了承すること


　　　　　 ② 申込書の必須記載事項に記入すること、守秘義務を守ること


　　　　　 ③ 宿泊手続きに必要な氏名・連絡先を大橋会館に提供することを了承すること


定　　員：45名（定員になり次第締切りますので、ホームページ等でご確認下さい）


受 講 料：35,000円【受講料、シングルルーム宿泊代、夕・朝食代を含む、税込み】


　　　　　 初日終了時間が遅くなりますので、全員宿泊を前提にしています。


会　　場：大橋会館（東京都目黒区、池尻大橋駅から徒歩3分） 


※宿泊手続きは当財団で行います。申込書に必要事項を記入してお申込みください。


主　　催：財団法人　明治安田こころの健康財団　TEL：03‐3986‐7021


※ 臨床心理士の資格更新ポイントの申請を行う予定です。申込書の資格有無欄に○印をご記入ください。※ 事例研究のグループ分けは講師の方で行い、当日お知らせします。





「生活」を視野に入れた心理的支援














